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瀬地山 敏先生は,1999年4月12日 に 満63歳 の誕生 日を迎 えられ,明 年3月

31日 を もって本学を退官される ことにな りま した。

先生 は,1960年 に京都大学経済学部を卒業 され,京 都大学大学院経済学研究

科 に進学,大 学院での学業 を終 えられた後,甲 南大学経 済学部 講師,同 助教授

を経 て,1969年 春 学部助教授に迎え られ,1985年 か ら経 済原論 講座担 当の教授

として研究 ・教育 に尽力 して こられ ま した。

先生 は,ケ イ ンズ経済学の研究に よって研 究を始め られ,期 待,時 間の重 要

性 に早 くか ら注 目 し,ま た使用者費用概念の意義を再 評価 した研 究を残 され ま

した。 また,ポ ス ト・ケイ ンジア ン経済学の研究 も平 行 して進 め られ,ス ラ ッ

ファ理論,企 業成長の理論 を経て,技 術,知 識,制 度の問題に注目 し,技 術移

転 と経 済発展 に関す る研究 を行い ま した。

近 年,先 生 は進化経済学 を唱 え,学 会設立を構想 し,1997年3月 に.設立され

た進化経 済学 会の初代 会長 に就任 され ま した。 またJournalofEvolutionary

Economicsの 編 集者 として国際的に も活躍 されてお ります。

先 生は,1991年4月 か ら2年 間:京都大学の経済学部長 ・経済学研 究科 長 とし

て重責 を担われ,大 学 院重点化 に向 けて多大の努力を傾注されま した。そ して

1994年5月 か らユ995年12月 まで京都人学学生部長,1996年4月 か ら1997年 ユ2月

まで京都 大学総長特別補佐 として本学の発展のために多大な貢献をされま したQ

京 都大学経 済学会 は,先 生 の多年 にわた るご功労に感謝 と敬意の気持ちを込

め て,本 記 念号 を編 集い た しま した。先 生 の同学 の方 とご指導 を受 けられた

方 々の論 文を編 んで先生 にお贈 りで きます ことは,私 ど もの何 よ りの慶びであ

ります。

先生が本学を去 られた後 も,.ま す ます ご健康で,学 会のため,ご 研究の発展

にご活躍な さい ます ことを心か らお祈 りいた します。

1999年11月1日

京都大学大学院経済学研究科長 ・経済学部長 西 村 周 三


